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区
制
6
0周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

第
5
章

未
来
へ
の
飛
翔

今
、あ
だ
ち
に

世
界
が
集
う
!
!

区
制
6
0周
年
記
念
事
業
の
最
後
を
飾
る
、
ピ
ッ
ク
イ
ベ
ン
ト
、

「
あ
だ
ち
国
際
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
上
フ
ム
」
と
「
足
立
国
際
野
外

彫
刻
展
」
を
綾
瀬
地
区
を
中
心
に
開
催
し
ま
す
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
国
際
時
代
に
ふ
さ
わ
し
く
、
統
一
テ
ー
マ
を

「
未
来
へ
の
飛
翔
」
と
し
、
海
外
か
ら
の
ゲ
ス
ト
も
ま
じ
え
国
際

色
豊
か
に
展
開
し
て
行
き
ま
す
。

11月
22日・23日

あ
だ
ち
国
際

ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

今
年
で
5
回
目
を
迎
え
る

「
鵆

鴛
国
際
ま
石
づ
く
り
フ

ォ
ー
ラ
ム
」。
'れ
は
、
慘
兄

に
広
く
ま
石
づ
く
り
へ
の
殫
解

と
協
力
痴
求
め
、
あ
だ
ち
の
素

晴
β
に
χ
蚤
丹
晋
じ
て
い
た

が
7
`
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
で
y
。

今
回
は
、
世
界
各
国
刄
插
躍

中
の
専
門
謇
迴
得
、
枩
りづ

く
9

屬
夥
叨
な
愆
黔
に
立
つ

て
考
凡
ぶ
?
0
2
7
1
マ
の

叭
と
に
開
催
泌
手
。

当
自
ほ
、
バ
ト
ン
ト
ワ
ラ
ー

や
、
オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
な

ど
、
儼
り
た
S
{
ん
の
イ
ベ
ン

ト
奎
響
U

て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
い
で
く
だ
さ
い
。

日
時
マ
U
易
苜
、
午
後
1
　

時
L
1
時
卸
孥
・
オ
ー
プ
ン
　

セ
レ
モ
ニ
ー
・
各
イ
ベ
ン
ト
　

マ
1
1
月
2
3
日
、午
前
1
0
時
　
～

午
後
1

時
3
0分

二
驅

東
綾
瀬
中
学
校
体
育
館

他
内
容

表
L

と
お
り

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
H

月
2
3
日

(
祝
)
、午
前
1
0時
1

午
後
5
　

時
パ
ネ
リ
ス
ト

戸
沼
幸
市
氏

(
早
稲
田
大
幸
教
授
)
、リ
チ

ャ
ー
ド

ーベ
ン
ダ
ー
氏
(

都

市
デ
ザ
イ
ナ
ー
)
、
ガ
エ
タ
　

ウ
レ
ン
テ
ィ
氏
(
建
築
冢
)
、

ピ
ー
タ
ー
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
氏

(
造
園
冢
)
、
ビ
ワ
ア
リ
ー
・

ペ
パ
ー
氏
(
彫
刻
冢
)
コ

ブ
ン

デ
ィ
・
ヘ
ス
タ
ー
氏
(

都
市

デ
ザ
イ
ナ
ー
)

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)

ふ
名
づ
く
Q
課

(
3
8
8
2
)
-

(代
)

たい へん盛況だった昨年のまちづくりフ ォーラ ム
シンポジ ウム

裹1 あだちまちづくりフォーラム内容

野点 など数 々のイベントが催されます

11月
22日～29日

足
立
区
国
際

野
外
彫
刻
展

区
制
6
0
周
誓
麦
念
し
て
、

海
外
の
著
名
彫
刻
家
を
特
別
招

挌
じ
て
開
催
し
豕
y
。

昨
年
「
足
立
区
彫
刻
の
豕
乃

香
貝
命

が
、
国
際
的
に
有
名

な
現
代
彫
刻
冢
4
0芋
(
の
中
か

梟

ん
だ
叉

の
特
別
招
韋

家
の
方
に
、
彫
刻
の
製
作
一
簒

願
い
し
F

姙

。

今
回
は
、
こ
れ
ら
の
作
家
の

作
品
膏
汨
め
、昨
年
行
っ
た
「
野

外
彫
刻
コ
ン
タ
ー
汐

の
入
賞

作
品
や
「
竹
の
罹
彫
刻
の
道
」

に
設
阜
丞
彫
刻
な
ら
耀
品

の
野
外
彫
刻
が
展
示
さ
れ
ま

す
。

特
別
招
待
作
家

ク
レ
メ
ン

ト
ー
ミ
ー
ド
モ
ア
氏
、
ウ
ル

リ
ッ
ヒ
ーリ
ュ
ッ
ク
リ
ー
ム

氏
、
福
岡
道
繿
氏
、
ビ
ワ
ア

リ
ー
ベ
パ
ー
氏
、
ル
ウ
ーラ

ン
バ
ー
ト
氏
、
ベ
ル
ナ
ー

ル
ー
ブ
ネ
氏

日
時
U
以
背
T
2
9
阡
。
午
　

前
1
0
時
～
午
後
t
時

讚

東
綾
瀬
公
園

貉
3
　
-
1
0

他
(
入
場
無
料
)

問
合
せ
先

婁
弓

く
ひ
公
社

都
市
景
観
デ
ザ
イ
ン
室

(
3只
7
0
)
3
7
3
0

出
展
さ
れ
る
彫
刻
の
数
々

特
別
区
制
度
改
革

も
っ
と
身
近
に

も
っ
と
便
利
に

現
在
、
足
立
区
を
は
じ
め

夲
粂
昌
区
(
特
別
区
)

は
、
摎
の
鄙
&
の
関
係

蚩
収
め
て

、
2
3区
を
目
立
し

た
自
治
体
と
I

蒋

別
区
制

麌
収
革
の
還
■

匳

民
の
皆

夸

紮
y
£
)
に
進
め
て
い
ま

す
。こ

の
運
動
の
成
果
が
実

り
、
平
成
蓋

百

月

除

、

特
別
区
奮

諞

酌
自
治
体
と

認
め
ゑ

箪

が
地
方
制
度
調

査
会
(
地
方
制
度
に
関
す
る
I

の
諮
問
機
関
)
か
ら
出
さ
れ
、
s

霞

革
垈
(

き
S

萵
辰
し

声

処

。

こ
の
答
眼
夲
具
体
化
T

心

た
め
、
鄒
蓐

唾

精
力
的
な

棆
討

冴
重
ね
て
い
ま
す

。

特
別
区
制
麌
鞏
を
貴
t

{だ
め
に
は
、
澁
笊
浙

正
な
S

れ
か
急

極
め
て

雲
蕈
あ
n
'
、
区
民
の
皆
さ

ん
の
ご
支
孳
と
ご
協
力
が
必

翆

誉

。

皆
さ
ん
の
力
を
結
集
し

て
。
制
麌
吹
革
を
言
畝
草

く
実
沢
し
ま
し
ょ
う
。

☆
特
別
区
は

ど
う
変
わ
る
?

念
閖
浙
革
に
よ
つ
刄

次
の
ぶ
冫
に
裴
冐
汞
T
。

▽
特
別
区
は
、
住
民
に
爨
も
　

偬
咎
鏗
l
勞
公
　

共
団
体
し
て
明
確
に
位
　

置
つ
け
身
¥
y
。

▽
皆
さ
ん
の
譽
P
が
嶌
辺
　

な
仕
事
煢
鄙
?
2
区
へ

粐
¥

ヂ

。

▽
よ
n
二
層
自
キ
眄
・
計
画

的
な
畏

覆

が
で
惡
　

ぶ
つ
に
、
財
堅
早
権
を

強
化
し
孚

。

制
度
改
革
実
現
に

向
け
て
推
進
組
織

を
整
備

足
立
区
で
は
、
特
別
区
制

孱

苳

零
胄
蘊
届
眄
に
推

韋
Υ
9
た
め
、
平
成
4
年
1
0

月
L
白
、
制
彦
耿
蚕
竡
当

す
久
蔘
事
(
部
長
級
)
及
び

箆
畧
れ
る
事
務
事
業
の
中

で
叭
特
に
周
到
な
準
備
が
必

釁
瀰
憊
霊
素

畢
茗

副
参
事
(
課
長
級
)
夲
烝
置

し
唏
レ
た
。

《
介
田
課
》

☆
「
新
し
い
2
3区
を

実
現
す
る
集
い
」を

盛
大
に
開
催
す
る
!

去
る
辺
以
苜
に
'
m
比

谷
公
会
堂
に
お
い
て
「
新
し

い
2
3区
を
実
現
す
夊
稾
い
」

が
開
催
袞
y

レ
だ
。
当
m

は
、
2
3区
か
ら
刄
丁
(
を
S

え
ゑ
罠
が
集
ま
ひ
、
一
日

お

く
特
別
区
制
耆
収
革
を

実
珊
T
9

に戸
籌
番
い
合
い

声
処

。

ま
た
、ヨ
ミ
逮
重
竍
簽
を

め
ぎ
し
て
」
と
繿
」だ
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
だ
口
p
れ
。特
別

区
が
制
黨
吹
革
に
よ
っ
て
I

驟
勁
早
く
清
掃
事
業
(
ゴ
ミ

の
収
集
・
運
搬
)
を
冥
擺
f

る
'
と
や
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

を
穩
蚕
灸
ご
と
の
證
要
性

に
つ
い
て
、
幅
広
い
活
発
な

討
脾
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
那
須
・
森
の
家
」

に
愛
称
決
定

平
成
5
T

月
オ
ー
プ
ン

予
足
の
「
(
仮
称
)
那
須
区
民

保
養
r

の
愛
称
募
集
に
、

た
ぐ
癶
刄

の
ご
に
募
あ
ほ
か

と
况

き

い
声

姙

。

i

荐

嵒

凶

蓍

瞰
正
に

審
興

姙

結
果
、
千
住
寿
町

に
お
住
ま
い
の
中
田
巒

兄

の
作
品
「
那
須
・
森
の
冢
い

に
決
定
」
¥
r
だ
。

な
お
、
に
募
者
の
中
か
ら

抽
選
で
1
0人
の
方
に
記
霎
品

数
齠
訳
K
差
す
。

問
合
せ
先
中
央
本
町
庁
　

舎
・
地
域
振
興
課
　
3
　

(～
)
o
)
5
1
?
I

那
須
・
森
の
家
完
成
予
想
図

「
足
立
区
政
に
関
す
る

世
論
調
査
」に
ご
協
力
を

一

区
で
は
、
区
民
の
声
奎
區
-

'
(だ

め
毎
年
「
足
立
区
政
に

関
す
る
售
髀
調
査
ご
茎

湎

し
て
い
ま
す
。
今
年
匁

陂

へ
の
要
望
や
関
心
な

蓐
駸

に
対
す
{
庶

民
の
意
向
を
£

聞
き
し
ま
夛

。

調
査
は
、
事
前
に
無
作
為

に
珊
ん
だ
区
民
の
皆
さ
ん
2

干
入
を
対
象
に
、
委
肚
レ
た

調
査
蕀
杠
の
調
査
貝
が
お
宅

岑
覇
簡
し
、
聞
瘴
取
り
で
付

い
ホ
y
。
結
果
は
玩
訂
的
に

熬
f
で
処
狎
¥

ヂ

の
で
、

個
人
の
名
前
が
出
る
こ
と
は

あ
n
ま
眷
ん

。
調
杏
の
対
象

と
7
R

£

方
は
、
ご
協
力

彖

齟

い
し
ま
す
。

調
査
対
象

住
民
基
本
台
帳

か
ら
無
作
為
に
湎
f
凡
だ
、

区
内
在
住
の
2
0
歳
以
卜
圀

歳
禾
満
の
方
l

↑
(

調
憙
万
法
調
香
具
が
対
象
　

者
■
嘉
閤
し
、
直
接
聞
　

贏
贊
を
1
:
面
接
調
査

調
香
期
間
H
弖
捏
t
1
2
　

月
4
日

問

合
せ

先

本

庁

舎
(
千

住
)・
広
穣

匐

組
当

　

(
3
8
8
2
)
-

㈹
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年

金

募
集
し
ま
す

国
民
年
金
推
進
員

国
民
筐
雍
潅
篇
y
に
ほ
、
年

金
加
入
者
の
お
宅
膏
訪
問
し
て

保
険
料
の
収
納
を
は
じ
め
各
種

届
書
の
受
付
な

と
、
年
金
相
談

奮
愆
冫
非
常
勤
職
員
で
罵

応
募
資
格

区
内
在
住
の
3
0歳

杰
冐

黔
ま
で
の
方

勤
務
条
件

卜
刀
月
に
1
8
E
問

勤
務

蕚
集
人
員

若
干
名

採
用
予
定

平
成
5

年
1

月
1
　

日
か
ら
動
務

給
与

基
本
給

目

額
4

千
3
0
0
　

円
)
十
能
率
給
。平
均
月
給
1
5
　

互

皿
後
(
平
成
4

年
度
実
績
)

応
募
方
法

自
筆
履
歴
書
を
孀

民
年
金
課
(
中
央
本
町
庁
舎

―
階
)
に
持
参
。
書
類
審
査

の
う

汽
面
接
受
付
い
求
歹

申
込
期
限
1
2

月
2
2日

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

庁
舎
・
国
民
年
金
課
推
進
係

(
a
)
5
0
6
1

ね
ん
き
ん

出
張
相
談

毎
月
皆
さ
ん
の
布
応
ぐ
で

か
な
{
ん
出
張
相
談
奮
付
つ
て

い
康
司

国
民
年
金
の
仕
組
み
や
手
続

哉

傑
険
料
の
支
払
方
法
な
ど

様
々
な
相
談
に
お
答
え
し
ま

す
。
お
気
軽
に
お
越
し
ぐ
だ
さ

し日
程

マ
H
月
2
0日
…
保
塚
区

民
事
務
所
、
佐
野
区
民
事
務

所

マ
H
月
2
4日
・
:竹
の
塚

区
民
事
務
所
、
花
畑
区
民
事

務
所

▽
U
β
Q
は・
:伊
興

区
民
事
務
所
、
鹿
浜
区
民
事

務
所

※
い
ず
れ
も
、
午
前
9
時
卯
刀～

午
後
t
時

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
令
課
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

募

集

区
民
農
園

利
用
者
募
集

募
集
農
園

奔
―
の
と
お
り

利
用
期
間

平
成
5
年
―
月
朷

旬
～
平
成
6
年
λ
月
下
旬

対
象

区
内
在
住
で
耕
作
地
が

な
く
、
園
芸
に
熱
意
の
あ
る

世
帯

運
営
費
5

千
円
(
返
還
し
ま

せ
ん
)

利
用
条
件
等

マ
野
菜
や
草
花

の
栽
培
に
限
叮
ま
す

▽
種

苗
や
肥
料
な
ご
は
自
己
負
担

作
者

▽
農
貝
は

各
農
園

に
多
少
用
意
し
て
あ
り
ま
す

フ
水
道
、
ト
イ
レ
な
ど
ほ

あ

2

ヂ

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
希

9
ず
る
農
園
名
、
世
帯
主
名
、

住
所
、
家
族
全
員
の
氏
名
・

年
齢
、電
話
番
号
忝
明
記
(
返

信
用
(

ガ
キ
に
も
住
所
、
氏

名
を
記
入
の
X
A
J
)

現
在
利

用
中
の
方
は
、
こ
れ
ま
で
の

区
画
番
号
も
記
入
し
て

ぐ
だ

さ
い
。
ま
た
、
6
0
歳
以
上
の

方
が
利
用

す
る
世
帯
の
方

は
、「
老
人
コ
ー
ナ
ー
希
隰

と
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。(一

般
石

越
滾

率
が
倦
楓
百
れ

ま
す
)

※
申
し
込
み
は
L

世
帯
L
通

に
隕
り
ま
す

。

申
込
期
限
H

月
2
4日
消
印
有

効
公
開
抽
選
1
9
一
月
9
日

、
午
前

9
時
～
正
午

、
中
央
本
町
庁

心
勁

・
3
0
3会
議
室

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

庁
舎
・
農
産
係

〒
1
2
0中
央

本
町
1
-
1
7
1
1

(
3
～
O
)
5
1
ぶ

ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト

入

門

教

室

コ
ー
ス
・
日
時

写
日
間
コ
ー
ス
」1
2
月

2
日
～
4
日
(
3
日
間
)
午

前
の
部
・
:
午
前
1
0
時
～
午
後
　

L
時
、午
後
の
部
…
午
後
2
　

時
～
5
時
、
夜
間
の
部
:
牛
　

後
6

時
叩
}
了
9

時

「
土
曜
1
日
コ
ー
ス
一
1
2
　

月
5
日
(
土
)
、午
前
9
時
　

～
午
後
t
時

[
日
曜
1
日
コ
ー
ス
ー
1
2
　

月
6
日
(
日
)
、午
前
9
時
　

～
午
後
t
時

使
用
機
材
N
E
C

文
豪
ミ
ニ

対
象

朷
心
者

定
員

各
コ
ー
ス
2
0
人

費
用

▽
3
日
間
コ
ー
ス
ー
:
9
　

千
円

▽
1
日
コ
ー
ス
ー
:
7
　

千
円

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
、
希
望
コ
ー
ス
豈
明
記

申
込
期
限
u

篌
冐
消
印
有

効
申
込
・
問
合
せ
先

サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
ゆ
っ

〒
1
2
0綾瀬

1
1
3
4
-
7

(
a
3
8
)
3
5
8
6

お
知
ら
せ

年
末
調
整
説
明
会

区
と
税
務
署
で
は
。
年
末
調

整
の
説
明
会
岑
仔
い
ホ
罵

給
与
関
係
事
秘
鄙
稻
当
す
る

方
は
ぜ
髦
畄
席
く
だ
さ
い
。

※
お
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

日
時
・
場
所

表
2
9

お
り

問
合
せ
先

中
央
本
町
怦
7
　

特
別
徴
収
係

(
3
8
8
0
)
5
0
9
1
　

足
立
税
務
署

(
5
6
1
6
)
2
7
2
2
　

酉
新
井
税
務
署

(
3
8
4
0
)
1
1
1
1

中
小
企
業
者
の

〝年
内
融
資
〟
1
1

月
中
に
申
込
を

区
内
中
小
企
業
者
の
方
で

、

年
内
に
資
金
計
画
予
定
か
あ

り
、
区
の
制
度
融
資
{
限
直
喩
:

迦
転
回
万
円
以
内

、
設
憊
}
に
5
0
0

万
円
以
内
)
愛

知

用
の
場

ふ
ほ

、1
1月

中
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い

。

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

庁
舎
・
産
業
振
興
課
融
資
係

(
3
8
8
0
)
5

ふ
1

平
成
5
・
6
年
度

建
設
工
事
等

競
争
入
札
参
加

公
共
工
事
9
(

札
参
加
希
望

者
で

、
涙

簒

蚤

髣

は
経

営
事
項
審
査
(
経
審
)
奮

符

号

奩

が
あ
ひ
豕
す
。
経
審
の

受
付
期
間
は
平
成
5

年
1
月
1
4

日
ま
で
で
す
か

、
早
め
に
経
審

を
咢
ほ
て
く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

都
・
建
政
課
建
設

業
指
導
係
(
都
庁
第
二
本
庁

舎
―
階
)

(
5
3
8
8
)
3
3
5
8
　

麥
こ
は

、区
心
峅

本
庁
舎
(
千

住
)
・
契
約
第
一
係

生

活

環

境

足
立
区
環
境

づ
く
り
区
民
大
会

日
時
H

月
2
5日
(
水
)
、
午
後

1
時
(
展
示
は
午
後
L
時
)

場
所

綾
瀬
プ
ル
ミ
エ

内
容

実
践
活
動

交
通
安
全

献
皿
関
係
者
等
の
表
彰
と
、

展
示
に
よ
る
活
動
を
紹
介

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
育
成
係

(
3
8
8
0二
5
1
9
9

都市農地の
活用と
まちづくり

都
市
の
農
地
は
、「
保
全
す
る

贋
地

と

ま

の
二
つ
に
区
分
し
ヴに瓱

乖

恚

冫
芬
…汞

め
6

れ
て
ぃ
康
司
　

「
保
A

」
は

こ

の
H
月
辺
し
に
生
産
緑
地
地
区

と
し
て
都
市
計
圃
刄

膳

得

け

ら
れ

、
農
地
所
有
者
等
は
農
地

と
し
て

蒂

岑

管
理
を
し
て
ぃ

な
夕

と

と
に
な
9

氏

だ

。

ま
た
、「
宅
地
化
ず
る
農
地
」

に
つ
い
て
は
、
そ
の
討
画
的
な

利
用
に
よ
る
住
宅
・
宅
地
供
給

が
重
要
な
施
策
の
一
つ
と
袞
‥

て
ぃ
康
司

区
で
は
、
良
好
な
表

づ

く
n

を

帯
進
し
て
行
く
た
め
、
都

市
農
地
を
呑

芦

居

用
し
て
調

和
の
こ
れ
た
枩

号

く
り
に
取

ひ
鈬
ん
で
愆

是

い
と
考
凡
て

ぃ
ま
す
。

都
市
計
画
の
縦
覧

を
し
て
い
ま
す

区
で
は
、
生
産
緑
地
地
区
の

都
市
計
画
岑
庚
定
し
、
関
係
者

に
対
し
次
の
通
口
縦
覧
し
て
い

ま
す
。

・
東
京
都
市
計
画
恚
躁
地
地

区
(
足
立
区
決
定
)
の
変
更

区

域

区
内
生
俚
慳
錨
区

の
各
地
区

告
示
日
1
1
月
1
0
E

縦
覧
掻
餅
・
問
合
せ
先

本
庁

舎
宇
佐
)
・
都
市
計
画
係

土
地
活
用
相
談
所

都
市
黶
地
啻
佰
?
似
許
画

的
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

は
、
関
係
者
の
方
々
の
一
致
S

力
に処
取
男
怎
翆
奎
。
そ

こ
で
「
ま

」
を

選
択
U
泥
方
々
の
た
め
に
、
土

地
活
用
相
談
所
を
鴟
設
し
て
い

ネ
歹
。

こ
の
相
談
所
は
、
土
地
活
用

に
関
す
杳
佰
宰
法
。
僖
遇
措

置
、
制
度
等
の
情
報
暃
屏
や
相

貉
蓐
吁
付
け
て
い
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ご
利
用
弌
れ
る
万
は
。
亊
前

に
狠
J
窓
口
へ
予
約
し
て
ぐ
だ

さ
い
。

予
約
一
問
合
せ
先

本
庁
舎
♀

住
)
・
都
市
計
画
係

計
画
的
な
宅
地
化
に
か

か
わ
る
固
定
資
産
税
等

の
軽
減
措
置
手
続
き
の

期
限
(
計
画
的
な
宅
地

化
の
た
め
の
手
続
き
)

生
産
緑
地
法
の
一
部
改
正
に

よ
q
J
大
都
市
圄
の
市
街
化
区

域
内
農
地
の
う
石
、
計
圃
的
に

宅
地
化
奎
凶
る
?
争
心
農
地

に
つ
い
て
は
、
固
定
資
産
税
、

都
市
計
画
税
な
ど
の
軽
減
措
置

が
と
ら
れ
る
J
A
J
に
な
っ
て
い

ま
す
。

徴
収
猶
予
の
認
定
岑
受
け
る

た
め
に
は
、
今
年
1
2月
末
ま
で

に
「
計
画
的
な
宅
地
化
の
た
め

り
手
続
き
の
開
始
」
が
さ
れ
た

証
明
が
必
要
で
T

。
証
明
を
必

要
と
さ
れ
る
万
は
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
僅
)
。

開
発
指
導
係

平
成
4
年
度
以

降
の
農
地
課
税

方
法
の
変
更

平
成
3
年
度
の
地
方
税
法
の

一
部
改
正
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

の
「
長
期
営
農
継
続
農
地
制
屏

は
平
成
3
年
度
限
り
で
廃
止
さ

れ
、
平
成
4
年
度
か
ら
農
恤
課

税
は
「
保
圭

地
」と
「
宅

地
化
T

翦
茹

」
ぶ

器

ほ
て

課
枳
さ
れ
ホ
歹
。

マ
「
保
全

冕

農

地
」
=
生

産

緑
地
の
指
定
{
萋

け

た
農
地

で
「
一
般
農
地
」
と
し
て

蔬

税
▽
「
宅
地
化
す
る
農
地
」
:
生

蔀
緑

地
の
指
窖
怎

ひ

た
農

地
で
、平
成
汢

蒼

が
ら
「
宅

地
詐
み

課
税
」
に
な
り
廖
歹

(
一
般
農
地
課
税
に
比
べ
て

納
税
額
が
大
幅
に
増
)

※
「
宅
地
化
す
又
裏

地
」
の
つ

ち
。
都
市
計
画
法
上
の
開
発
許

弓

審

け
(
y
な
ど
'
I

定
の
宅

地
化
酊
画
の
促
進
に
寄
孥

呑
y

にと
に
な
る
塲
合
(
宅
地
化
農

地
)
に
は
、
平
成
6
年
度
ま
で

の
経
過
措
騅
と
し
て
、
固
定
資

銜
祝
お
よ
び
都
市
計
画
税
の
1
0

分
の
9

が
軽
減
さ
れ
ホ
す
。
く

わ
し
ぐ
は
、
都
禦
霖
削
へ
お

問
い
乙お
臂
芻
き
い
。

平
成
4

年
度

農
地
課
税
に
つ
い
て

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
東
京
2
3区
の
農
地
の
平
威
4

年
度
固
定
糞

穎

・
都
市
計
国

税
は
、
す
べ
て
晨
地
課
税
相
当

額
に
よ
り
仮
に
算
定
し
た
税
額

に
よ
り
課
税
し
て

あ
り
ま
す

(
仮
算
定
)
。

平
成
4
年
度
中
に
生
纜
輙
地

地
区
の
指
審
諏
G

夕
か
っ
た

樊

は

「
宅
地
並
み
課
税
」
の

税
額
に
よ
り
、
改
め
て
課
税
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
(

本
算

定
)
。

そ
の
結
果
、
汞
算
定
税
額
」

が
「
仮
算
定
税
額
」
犖
垂
お

っ
た
場
合
は
。
そ
の
不
足
額
に

つ
い
て
口
月
に
納
税
通
知
書
を

泌
卩
¥
ヂ
。
こ
の
ヶ
I
ス
に

該
当
す
久
芳

に
つ
い
て
は
I
1
1

月
末
に
お
知
ら
せ

し
豕
す
。

農
地
課
税
(

地
方
税
)
に
つ
い

て
の
問
合
せ
先

足
立
都
税
事

務
所
固
定
資
産
税
課
課
税
第

1
・
2
・
3

係

(
3
8
8
2
)
2
1
1
1

東
京
都
北
清
掃

工
場
建
設
事
業

環
境
影
響
評
価
書
の
縦
覧

東
京
都
環
境
影
響
評
価
条
例

の
規
定
に
棊
つ
き
バ
月
1
7
ぼ
、

環
境
影
響
評
価
書
が
公
示
さ
れ

ま
す
の
で
、
次
り
煢
肓
縦
覧

」
羊
子
。

縦
覧
期
間
U

凧
皆
T

り
符

2
日
(
土
・
日
曜
日
、
召
は

は
除
く
)

縦
覧
場
所

区
役
所
本
庁
舎

(千
住
)
・
逕
屆
調
整
係

問
合
せ
先

都
・
環
境
影
亶
屏

価
重

量
(
5
3
2
1
)
1
1
1
1

表1　募 集 す る 区 民 農 園

表2　年末調整説明会日程(いずれも午後1時30分～4時)

都 市 農 地 の 活 用 と ま ち づ く り

柳原千草園
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保
健
・
衛
生

1
1月
1
6日
～

1
2月
1
5日

エ
イ
ズ
予
防
月
間

保
健
所
で
は
「エ
イ
ズ
抗
体

検
査
」
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま

す
。
実
施
日
は
。お
問
い
合
わ

せ
ぐ
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

足
立
保
健
所

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1
　

千
住
保
健
所

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

第
1
回
　足
立
区

精
神
7
作
業
所

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

区
内
の
精
神
障
害
者
の
た
め

の
共
同
作
業
所
7
所
が
、
初
め

て
行
う
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

す
。
区
民
の
皆
さ
ん
に
7
つ
の

共
同
作
業
所
の
活
動
ぶ
O
を
知

っ
て
い
た
だ
き
、
作
業
所
や
精

神
障
害
者
へ
の
理
解
を
滯
め
て

い
た
だ
け
れ
ぱ
と
思
い
朿
歹
。

皆
麌
九の
お
越
匚
蔘
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日
時
H
月
2
1
貝
土
)
、午
前
　

1
1
時
～
午
嘩
蒔

場
所

足
立
保
健
所
分
室
(
旧

竹
の
獵
保
健
相
談
所
)
竹
の

塚
i
-
1
8
-
1
2
-
1
0
1

内
容

表
3

連
絡
・
問
合
せ
先

足
立
保
健

所
・
作
業
訓
練
所

(
3
a
3
)
7
1
7
7

突
然
死
予
防
教
室

働
濮
泄
百
忝
藹
う
突
然
死
の

原
因
は
霏
皿
性
心
疾
患
、
脳
血

愆
筮
が
海
港
占
め
て
い
ま

す
。3
回
シ
リ
ー
ズ
の
参
加
で

こ
れ
ら
の
疾
墨
ブ
ッ
ク
ア
ウ

ト
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
H

月
1
8・
2
5日
、
2
月

3
日
、
午
後
1
既

芬
A
　

時
3
0分

対
象

区
民
の
方

定
員
4
0
人
(
先
肴
順
)

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

足

立
混

所

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

非
常
勤
職
員
募
集

精
神
保
健
指
導
員

選
考
日
1
1
月
2
5日
(
水
)

採
用
予
定
年
月
日

平
成
5
年

1
月
以
降

募
集
人
員

人

勤
務
先

東
和
保
健
相
談
所

受
験
資
格

大
学
の
心
理
学
課

程
卒
業

申
込
方
法

電
話

屮
込
期
間
1
1
丹
1
5
日～
2
4
日

申
込
・
問
合
せ
先

東
和
保
健

相
談
所(

3
6
0
6
)
4
1
7
1

飼
い
猫
の
去
勢

不
妊
手
術

助
成
制
度

区
と
獣
医
師
会
で
は
、
飼
い

描
の
去
勢
・
不
妊
手
術
を
原
励

す
る
な
め
、
手
術
料
の
一
部
を

助
成
し
て
い
康
司
(
助
成
に
よ

息
m
w
れ
忝
伎
額
は
、
オ
ス

・
:
4
千
5
0
0円
、
メ
ス
'
:
7
千
5
0
0

円
で
す
)
。
指
定
動
物
病
院
の
手

術
料
金
か
ら
'
」の
公

器

割
引

き
し
ま
す
。
な
お
、
手
術
の
料

金
は
各
動
物
病
院
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
の
で
、
獣
医
師
に
お

た
ず
ね
ぐ
だ
さ
い
。

対
象

足
立
区
民
が
区
内
で
飼

っ
て
い
る
生
後
a
力
月
以
上

の
健
瞋
な
猫

申
込
先

足
立
区
獣
医
師
会
所

属
の
動
物
病
院
に
直
接
申
し

込
み
を
し
て
ぐ
だ
さ
い
(

印

か
な

陛

所
の
確
認
が
で
き

る
健
康
保
険
証
等
を
痔
参
)
　

※
く
わ
し
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

が
各
保
鴟
气

保
健
相
談
所
、

区
民
事
務
所
等
に
あ
n
ま

す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎

宇

住
)
　

・
防
疫
指
導
係

入
賞
・
入
選

青
少
年
健
全
育
成

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

「
未
来
の
足
立
」

入
賞
者
決
ま
る

今
年
は

、
区
制
6
0
周
年
を
記

念
し
て

「
未
来
の
足
立
」
奮
ア

ー
マ
と
し

、
絵
画
套

霍
じ

ま

い
飛3

千
6
2
4点
の
心
募
が
あ
ひ

、

そ
の
中
か
ら
叺
の
と
お
り
入
賞

者
が
決
定
し
ま
し
た

。

・

小
学
生
低
学
年
の
部

▽
最
俚
万
賞
・
:伊
藤
博
之

♀

寿
第
二
公

年
)

▽
優
秀

賞
・・・
岩
澤
江
吏
子

芋

寿
第
二
小
3

年
)
、
叨
下
禾
来

♀

寿
第
三
小
2
年
)
、柳
沼
有

宇
子
(
西
新
井
第
一
小
2

年
)
、

鈴
崟

″
之
(
梅
島
小
1
年
)
、
武

田
麻
耶
(
同
1

年
)
、
鈴
木
結
花

(
同
2
年
)
、
長
部
太
一
(
同
2

年
)
、
小
原
秀
樹
(
同
3

年
)
、
浅

井
博
之
(
綾
瀬
古

年
)
、
高
橋

菜
緒
(

伊
興
少

年
)

4
小
学
隼
高
学
年
の
都

口
最
優
秀
賁
=
・
森
林
紗
織
(
綾

瀬
小
6

年
)

▽
優
秀
賞
・
:
岩
井
戻
美
子
芋

寿
桜
小
4
年
)
、
石
鍋
佳
代
♀

寿
桜
小
i
年
)
、
坂
本
哲
也
(
西

新
井
第
二
小
&
年
)
、
森
谷
恭
子
　

(梅
島
小
4
年
)
、国
府
田
皿
明

(
同
5

年
)
、
大
塚
璢

思
(
同
6

年
)
、
門
田
由
加
(
同
6

年
)
、
二

川
健
司
(
綾
瀬
小
6

年
)
、
内
田

麗
无

中
川
柬
小
5

年
)
、
高
久

直
毅
(
竹
の
塚
古

年
)

・
中
学
生
の
都

▽
最
優
秀
賞
…
小
山
篤
(

第
九

中
1
年
)

マ
籘
秀
賞
・
:蔓

履

夫
(

第
一

中
2
年
)
、
菅
田
英
二
(
第
九
中
3

年
)
、
大
内
将
也
(
第
十
五
中
3

年
)
、
桜
庭
恒

貝
(第
十
五
中
3

年
)
、
渡
辺
智
是
(
蒲
原
中
1

年
)そ

の
ほ
か
に
佳
作
5
0点

、
努

力
賁
1
0
0点
だ
恐
賢
髻
じ

た
。

聚
優

秀
・
優
万
賁
作
品
の
中

か
ら
2
0点
煢

平
成
5

年
版
「
す

こ
や
か
カ
レ
ン
ダ
ー
」
に
掲
載

匚
ま

す

。
こ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
は

区
内
の
小
・
中
学
校
各
学
級
、

区
の
公
共
施
設
等
に
掲
載
し
ま

す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い

。

子
供
た
ち
の
夢
が
い
っ
ぱ
い
詰

ま
っ
て
い
康
司

{
青
少
年
課
}

中
学
生
対
象

「
税
に
関
す
る
作
文
」

区
内
の
中
幸
生
岑
対

象
に

、

足
立
・
酉
新
井
納
税
貯
蓄
組
合

葵

篦
弓
にほ

、
毎
年

「
税
に
関

す
る
爬
文
し

笞

蓚
じ
て
い
ま

す

。
審
査
哉
に遑

ぱ
れ
た
今
年

の
入
選
者
の
う
ち
、
一
席
の
方

は
次
の
皆
さ
ん
で
す
(

敬
称

略
)
。

・
足
立
納
税
貯
蓄
組
合
甕

蓋
　

マ
荒
井
俊
太
郎
(
第
十
一
中
)
　

》
大
越
周
子
(

第
十
二
中
)
　

▽
山
口
伊
作
(
淵
江
中
)

・
西
新
井
納
税
貯
蓄
鰻

篷

合

会
W
齡
治
芋
(

第
五
中
)

▽
島
田
尚
美
(
第
九
中
)
　

▽
片
岡
律
子
(

第
十
四
中
)
　

》
三
枝
杏
澄
(

第
十
四
中
)
　

ま
た
、
区
で
は
入
選
作
(

一

席
9

力
)
を
広
く
区
民
の
皆
さ

ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
税
へ

の
関
心
が
高
ま
る
ぷ
犀

支

展

を
行
い
康
司

僉
作
文
展
日
程
・
場
所

▽
H
月
1
6日
1
2
7
日
・
:
中
央

本
町
庁
舎

▽
H
月
1
7
日
～
2
9
E
・
:
綾
瀬
　

プ
ル
ミ
エ

、
江
北
セ
ン
タ
ー

※
閉
庁
・
休
館
日
奮

鏖
{
乖

す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

納
税
課
整
理
係

(
3
8
8
0
)
5
1
0
1

みんなの健康
足 立 保 健 所 　3855- 4151
干 住 保 健 所 　13- 4277
江 北 保 健 相 談 所 　13

昌- 4004

串 和 保 健 相 談 所 　3606- 4171　
央 本 町 保 健 相 談 所 　3880- 5351

本庁舎( 千 住)・保健 予防係 　3882- 1111 ㈹

表3　 フェスティバルの内容

エコーはがき

「
足
立
6
0
景
」
年
賀
用

エ
コ
ー
は
が
き
は
、
年
賀
状

と
し
て
使
用
す
る
場
合
、
料

額
印
面
(
切
手
欄
)
の
下
に

赤
字
で
「
年
賀
」
と
書
き
、
1
2

月
1
5日
か
ら
2
4日
ま
で
に

お
出
し
く
だ
さ
い
。

≪
広
報
課
≫

掲
示板

キ
都
立
樸
瀬
る
つ
学
校
学
校

公
開

日
時
1
1
月
匐
貝
金
)
、
午
　

前
9
時
～
午
後
瑶
収
芬
　
　

(
公
開
お
よ
び
講
演
会
)
、

午
後
し
時
叩
分
A

時
3
0
　

分
(

教
育
相
談
)

講
演
会

講
師

渡
辺
研
氏

(
筑
波
技
術
短
期
大
学
教

授
)

場
所
・
問
合
せ
先

都
立
綾

瀬
ろ
つ
学
校
(
綾
瀬
駅
下

車
徒
歩
1
0
分
)

(
3
6
0
6
)
o
I
?
I

・
公
開
講
座
「
パ
ソ
コ
ン
を

利
用
し
て
年
賀
状
作
り
」

日
時
1
2
月
5
日
、
午
後
2
　

時
―
」
O
時
、
1
2
月
6
・
1
2
　

日
、
午
前
9
時
～
午
後
4
　

時
(
全
3

回
)

対
象

初
心
者
で

す
べ
て
に

参
加
で
す
9

万

定
員
3
0

人
(

杣
逗
)

費
用

無
料

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、「
公
開
講
座
申

込
こ
劼
記

申
込
期
間
H

月
1
8
E消
印

有
効

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先
　

都
立
足
立
工
業
高
等
学
校

〒
1
2
3酉新
#
4
-
3
0
-
1
　

　
(
3
8
9
9
T
t
a

・
チ
ャ
レ
ン
ジ
&
チ
ャ
ン
ス

(就
職
相
談
会
)

日
時
H

月
2
4日
(
火
)
、
正

午
卜
午
嘩

蒔

場
所
日
暮
里
サ
ニ
ー
ホ
ー
　

ル
(
ホ
テ
ル
ラ
ン
グ
ウ
ッ
　

ド
t
階
)

対
象
職
種

営
業
、
配
送
、

商
品
管
理

対
象
年
齢
1
8
歳
～
4
5
歳
位
　

の
方

参
加
企
業
3
6
社

問
合
せ
先
(

ロ
ー
ワ
ー
ク

足
立
・
企
画
情
報
室

(
3
8
7
0
)只
x
Q
u
9

・
教
育
講
演
会
「
医
療
か
ら

見
な
于
ど
も
の
心
と
体
」

日
時
甘
励
貝
火
)
、午
　

前
1
0
時
～
正
午

場
蹐

都
立
足
立
ろ
コ
学
校

体
育
館
(
無
料
)

講
師

山
形
恵
子
氏
(
都
立

医
療
技
逧
學
(
教
授
)

問
合
せ
先

都
立
足
立
養
護

学
校(呂

)
6
Q

り
6

・
税
務
窰
か
ら
の
お
知
ら
せ

所
得
税
の
第
冫
期
分
納
期

限
は
H
月
3
0日
で
す
。
振
替

納
税
夲
莉
用
し
て
い
な
い
方

は
、
お
近
ぐ
9

嚴
機
関
ま

た
は
税
務
署
に
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。

納
付
が
麌
9

と
延
滞
税

が
つ
孝
季
ゐ
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

納
税
は
苞
混
俔
が
便
利

で
罵

申
し
込
み
収
笠
融
機

関
へ
。

問
合
せ
先

足
立
税
務
署
　

　
(
Q
り
1
6
)
2
7
2
2
　

西
新
井
税
務
署

(
a
4
0
T
I

ひ
ろ
ば

※
先
着
順
で
、1
団

体
1
事
業
、3
ヵ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
・・・
広
報
課

=
催
し
物
=

☆
家
事
家
計
講
豐
=
(
東
京

第
一
友
の
会
葛
飾
方
面
)

1
1
月
2
6
日
采
)
、午
前
1
0
時
～

正
午
/
大
谷
田
団
地
集
会

場
(
大
谷
田
一
丁
目
)
/
会
費

刧
円
/

託
児
有
(
要
予
約

、

軽
食
付
溺
円
)
/
梶

昔
(
3
6
2
9
)
6
9
7
2

1
募

集
=

☆
社
交
ダ
ン
ス
(

セ
レ
ニ
オ

ン
ク
ーフ
ブ
)

毎
週
火
曜
日
、

午
後
7

時
3
0
分
F
9

時
3
0

分
/
花
畑
齠
庭

園
隣
(
ブ

コ
ス
モ
ス
ー
階
/
中
級
少
人

数
/
入
会
金
2
千
円
、
月
額
3

千
迴
円
/
中
島

　
(
3
9

り
9
)
a

☆
E
・
E
・
E
英
会
話
毎

頌
謹
日
、午
後
7
時
～
9

時
/
綾
瀬
ブ
ル
ミ
エ
/
入
会

金
千
円
、
受
講
料
I
回
1
時

間
2
千
円
/
池
上

　
(
3

尚
1
)
3
a

☆
社
交
ダ
ン
ス
(
竹
の
塚
ダ

ン
ス
サ
ー
ク
ル
)

毎
週
月

曜
日
、
午
後
7
時
廴
晶
陥

分
/
ス
イ
ム
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
体
育
室
/
入
会
金
千

円
、
月
額
3
千
円
/
生
方

　
(
3
呂
)
5
2
4
1

☆
囲
碁
ク
ラ
ブ
(
江
北
友
和

会
)

腓
凋
王
曜
日
、
午
後
5

時
卸
分
I
9
時
/
江
北
セ

ン
タ
ー
/
入
会
金
千
円
、
月

額
千
5
0
0
円
/
初
級
か
ら
肴
段

者
/
木
村

　
-
(
3
8
9
0
)
a

☆
太
極
拳
ク
ラ
ブ
(
パ
ー
プ

ル
)
毎
週
王
曜
日
、午
後

1
時
A
時
叩
分
/
青
年
セ

ン
タ
ー
/
入
会
金
2
千
5
0
0

円
、月
額
2
千
5
0
0
円
/
初
心

者
・
熟
年
者
歓
迎
/
内
田

(
3
1
)
2
0
a
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あ
い
あ
い
公
社
の
催
し

介
護
講
座

「
家
庭
介
護
の
コ
ツ
」

あ
い
あ
い
公
社
で
は
、
皆
さ

ん
が
豕
庭
で
の
介
護
に
理
解
と

関
心
を
深
め
⊇

噐

郛

地
域
で

役
立
て
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に

、介
護
講
座
を
開
催
し
ま
す

。

日
時
1
1

月
2
0
・
2
4
・
2
5・
3
0
　

日

、1
2
月
1
・
2
日

、
い
ず

れ
も
午
後
λ

璢

芬

～
5

時

対
象
1
8

歳
以
上
の
区
内
在
住

の
方
で
6

日
間
す
ベ
ヴに戞

講

で
き
る
万

講
師

齊
藤
い
し
氏
(

都
立
駒

込
病
院
外
来
相
談
)

窖
貝
3
0
人

受
講
料

無
料

申
込
方
法

電
話
(
先
着
順
)

申
込
期
限
H

丹
1
9
E

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

あ

い
あ
い
公
社

　
(
3
肖
　
6
)
o

ワ
】
7
4

豊
原
ミ
ツ
子
特
別
講
演
会

『
老
い
を
み
つ
め
て
』

あ
い
あ
い
公
社
で
は
、
茗

い

に
つ
い
て
兒
っ
め
直
し
、

高
齢
者
の
介
護
の
あ
り
方
を
昏

齏
9

共
に
考
・灸
蒋
別
講
演

会
啻
開
催
卜
汞
罵

日
時
村
嵒
日
采
)
、午
後
　

7
蒔
～
4
時

場
所

竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
4
陬

大
ホ
ール

対
象

区
内
在
住
の
万

定
員
3
0
0人(
先
着
順
)

費
用

無
料

問
合
せ
先

あ
い
あ
い
公
社
　

　
(
3
8
5
6
)
0
2
7
4

第2 回
はつらつ
どんどん
まつり

今
回
は

、
は
つ
ら
つ
健
康
大

学
の
最
終
講
座
も
加
え
、
さ
ら

に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

。
楽
し
く
参

加
し
て

、
少
し
ま
じ
め
に

、「
健

康
・
水
巨

に
つ
い
て

、
考
凡

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
H

月
2
7日
(
金
)
、
午
前

1
0
時
～
午
後
3
時
3
0
分

内
容

表
1
の
と
お
り

場
所
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

保
健
相
談
所

(
3
8
)
～
5
1

表1　 はつらつどんどんまつり内容

古
代
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

「
足
立
」の
地
名
が
記
さ
れ
た
最
古
の
木
簡
レ
プ
リ
カ

=
一
般
公
開
=

しょ
'ヽに
ほ
人
ぎ

『

続
日
本
紀
い
と
い
う
古
代

の
濳
物
に
記
さ
れ
た
最
も
古
い

「
足
立
」
の
文
字
。
し
か
し
、

そ
れ
よ
り
£
尨

年
も
古
い
時
代

の
木
簡

采

の
札
)
に
「
足
立
」

の
文
宇
が
発
贐
さ
れ
庠
し
た
。

こ
れ
は
、
平
城
京
の
二
条
大

路
あ
と
か
ら
見
つ
か
っ
た
も
の

で
、
区
制
6
0周
年
ビ
デ
オ
「
お

～
い

ア
ダ
ッ
チ
ー
」
で
も
紹

介
さ
れ
て
い
毒
罵

郷
土
博
物
館
で
は
、
こ
の
木

簡
の
レ
プ
リ
カ
を
摎
箟
展
示
し

ま
す
。

は
ゑ
…籬
れ
た
奈
良
で
見
つ

か
っ
た
古
代
の
「
足
立
」
を
実

際
に
見
て
、
遠
い
昔
を
想
像
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

期
間
H
月
1
5
日
～
1
2
月
2
7
日

塲
所
・
問
合
せ
先

郷
土
博
物

館
(
3
6
2
0
)
～
8

発
見
さ
れ
た
木
簡
(
奈
良
国
立

文
化
財
研
究
所
許
可
済
)

情 報 コ ー ナ ー

区民大学『教養コース』公開講座
あ だち区民大学 「教養コース」で

は。2 回の公開講座を開催します。
テーマト・・ドキ ュメント・家族の肖
像一一経済大国と企業の影一

日時11 月27日( 金)
講師 佐高信氏( 評論家)
テーマ2 ・・・ホームドラマにみる家族
問題

日時12 月7 日( 月)
講師 高橋玄洋氏( 劇作家)
- いずれも一
時間午後6時X15分～8時45分

場 所 梅田 センター
対 象 区内 在住、在動、在学の方
定員 各30人( 多数の場合抽選)
費 用 無料
申 込方 法 往復ハガキに住所、氏名
年 齢、電 話番号、希望するテーマ
を明 記( 1 人1 通に限る)

申 込期限11 月20日消印有効
申 込・問合 せ先 本庁舎( 千住) ・艾
化振 興係 〒120千 住1- 4- 18　
　3882 ―1111 ㈹

お正月スキースクール

日程12月30日( 夜) ～1月4日( 朝) 　　
( 5 泊6 日うち車中2 泊)

場所 妙高池の平スキー場
定員80 人 〔先着順〕
費用D 大人… 6 万7 千円 寸>小学
生以下… 6 万2 千円( 保護者同伴
のこと)

※ 昼食、リフト代は各自負担
申 込方法 郵便振替口座、足立中居
町郵便局 東京2 ―174162　
足立区スキー協会に申込金を振り
込んでください。

申 込金D 大人… 3 万7 千円 小
人… 3 万2 千円

問 合せ先 足立区スキー協会 堀内
信治 　3882 ―7789

青年センターの催し
・ 子育て通信 「ラ ッコ」作り
子育ての体験や 必要な情報を素材

にして 新聞づくりをし ています。だ
れでも参加でき ます。
日時11月20日閙、午前10時～正午
費用 無料
申込方法 当 日直接会場へ
・ 子育て教室 第7 回 動< お もちゃ
お かあさ んが幼 児と作ってあげる

動くおもち ゃに 挑戦で す。
日時12月2日( 水、午前10時～正午
費用400 円( 材料費)
定員20 人
申込 方法n 月17 日午前9 時 から電

話予約 〔先 着順〕
- いずれも一
場所・申込・問 合せ先 青年センタ
ー 　3890- 0061

※ どちらもお子さ んの 保育を 実施し
ます。お問い 合わ せくださ い。

区制60周年記念

第21回
足立区合唱コンクール

区 内の小中学校や地域の合唱愛好
団体が美し いハーモニーを競い合い
ます。心地良 い響に。さわやかな釉
の一 日をお楽し みください。
日時11 月22日( 日) 午前10時30分
開演

暘所 スイムスポーツセンター( 入
場無料)

内容 小学校の部、中学校の部、一
般の部

審査員 真篠将氏、鈴木富三氏。佐 々
木行綱氏

特別出 演 東京 足立 少 年少 女 合唱
団 、東京混声合唱団

問合せ先 本庁舎( 千住) ・文化振
興係 　3882 ―1111 ㈹

女と男のフリースペース

女性文学と戦後
戦 後の時 代を女性たちがどんな思

いで 生き てき たか、女流文学作品を
通し て見つ めてみます。社会と女性
た ち のか かわ り方 を たど ると とも
に、 今日の女性が抱える課題とこれ
からを 考え ます。
ゲ ストに 。50点余の女性の文学作

品を取り 上げ 、戦後の女性の変化を
あ とづけし た著書『追 い風の女たち 』
を出 版した 女性史研究冢山本千恵氏
をお招きし ます。
男性 の方も 参加ください。

日時11月26日〔木〕、午後6時30分　～
8 時30 分

費用 無料
申 込方法 電 話または、直接窓口
場所・申 込・問合せ先 女性総合セ
ンタ ー 　3880- 5222

みんなで語ろう　子ども会　育成者セミナー
「私たち子ども会応援団 。」を合

忿葉に、子ども会活動をサポートす
るメンバーが集います。
第1 回
日時11 月29日( 日)
場所 綾瀬プ ルミエ
第2 回
日時12 月6 日( 日)
場所 青年センター
※ 内容は同じ ものです。
- いずれも一
時間午前9時～午後2時
対象 子ども会育成者。ジ ュニアリ
ーダ ー、子ども会活動に興味のあ
るカ ー

費用300 円( 軽食代)

内容 第1 部 「地域にたくさ んジュ
ニアリ ーダ ーをつくろう」 ほか、
4 つのテ ーマに 沿って分科会を行
い ます。 第2 部、 講演会一今、
求められる子ども会 活動

講師 宇田川光 雄氏( 全国 子ども 会
連 合会事務 次長)
薗田碩哉氏( 日本レクリエ ーショ
ン協会)

申込方法 各地 少協会 長、または直
接窓口へ

申込・問合 せ先 本庁 舎( 千 住) ・
少年育成係
3882- 1111( 代)

第45回区民大会

フォークダンス
I ● 区民フ ォークダンス大会
日時11月22日( 日) 、午前10畤～午　
後4 時

場所 千寿小学校体育館
対象16 歳以上の区内在住の方
種目C>1 部( 午前) ・・・初心者

C>H 部( 午後) … 上級者
費用C>1 部… 無料 冫11 部‥・500円
申 込方法 当 日、直接会場へ
問 合せ先 足立区フ ォークダンス連
盟・長谷部
3881- 9065

冬のバード
ウォッチング

今年も 冬の渡り 鳥が荒川にやって
きました。お なじ みのカルガモやユ
リカモメなど たくさんの種類の鳥が
みられ ます。 また、野鳥の会の指導
員がやさしく 説明し ます。
日時11月29日( 日) 、午前10時30分　～

正午 。
場所 荒川 日ノ出町緑地( 荒川河川
敷右 岸)

集合場 所 柳原 小学校前土手
対象 区内 在住、在学。在勤の方( 小
学生 未満 は保護者同伴)

定員40 人( 先着順)
申込方法 電 話
申込・問合 せ先 水と緑の公社

3838- 8126

サービスセンター『ゆう』の催し
・ 北海道スキーツアー
一 度は北海道のパウダ ースノーで
シュプ ールを 描きたい…
そんな夢をかなえてみませんか。

日程平成5年1月22日～24日、午　
前7 時30分羽田空港集合

場 所 札幌国際スキー場ほか
宿泊先 パークホテルまたは、同等
のホテル

対 象 区内在住、在勤の方
定員40 人( 2 人以上で 申込み受 付)
費用52, 000 円( 交通費、宿泊費、
朝 食2 回分、送迎バス代含む)

申 込方法 往復ハガ キで住所。氏 名、
年 齢、電 話番号、「スキ ーツア ー」
希望 と明 記

申 込期限12 月5 日消印有効
※ 申し 込み多 数の場合は抽選
・ お 正月用リース( お 飾り) を作ろう
本物の松、千両、水引きを使った

手づく りお 飾り で新し い年を迎えま
し ょう 。
日時12月11日( 金) 、午後6時30分　～

8W30 分
場所 勤労 福祉会館( 綾瀬プ ルミエ
内)

対 象 区内在住・在勤の方
定員80 人
費 用1, 300 円
申 込方法 往復ハガキで住所、氏名
年齢、電話番号、「お正月用リース
希望 」と明 記

申込期限11 月20 日消 印有 効
● セミナー「間違いだらけの化粧法」
あなたも10歳若返える～
一時しのぎでなく、 潤いのあ る素

肌を取り戻し 健康 な肌を保つ 秘けつ
を学び若返えり まし ょう
日時12月5日出、午後2時～4時
場所 動労福祉会館( 綾瀬ブ ルミエ
内)・

対象 区内在住、 在動の 方
講師 国房陽子氏( 美容 整理学 会)
定員200 人
費用 無料
申込方法 電 話( 先着順)
申込期限11 月30 日
● χ マスデ ィナーショー
日畤12月19日出、午後7時～9時
場所 動労福祉会館( 綾瀬プ ルミエ
内)

出演 小松真知子 とタンゴ クリ スタ
ル

定員1 叩 人
費用11, 0( ) O 円
申込方法 ハガキに住所、氏 名、電
話番号・人数・「ディナーショ ウ希
望」と明記

申込期限11 月25 日消印有 効

- いずれも一
申込・問合せ先 サービスセンタ ー
ゆう 〒120 綾瀬1 ―34―7
3838 ―3586
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